
事業所が大学構内に立地する複合施設の２階にあり、居間から広いルーフバルコニーに出ると山を見たり春には
桜を観賞したりすることができる。学生や地域の婦人会の人たちの訪問も多く、職員たちが明るい笑顔で利用者の
話に耳を傾けて支援している様子がうかがえる。毎日、利用者の希望を聞きながら食事の献立を決め、利用者と一
緒に買い物に出かけている。行事外出や事業所内でのイベントなども職員と利用者が一緒に楽しんでいる。系列
法人の医療機関の医師が日常的に回診しており、職員が利用者の変化や不安に思うことをすぐ相談することがで
き、関連機関の協力を得やすい環境である。また「看取り介護に関する指針」があり、本人や家族の意向を踏まえ、
医師、職員が連携をとり、安心して納得した最期が迎えられるように随時意思を確認しながら取り組んでいる。看取
り後は、デスカンファレンスも行い、看取り後の研修と支援した職員へのケアに努めている。また人材育成に力をい
れており、職員の資格取得や正職員登用に積極的に取り組み、離職を防ぐ効果をあげている。

マロニエホームでは平成２８年に『看取り介護に関する指針』を定め、希望される方はマロニエホームで終末期ま
で過ごせる選択肢が増えました。以降、マロニエホームでは３名の方がご家族様、職員に見守られながら穏やか
に生終末期を過ごす事が出来ました。入居者様の身体機能が重度化した場合にも、安全に安心して生活して頂
けるように、毎年喀痰吸引研修を計画的に受講し、今年度受講が終わると計7名の職員がその業務に当たる事が
出来ます。入居者様が健康を維持し、安心して生活が出来るように看護師、クリニックの医師と連携をしていま
す。また、関連施設のリハビリスタッフに骨折手術後のリハビリに介入して頂いたり、嚥下に問題がある方の食事
介助の助言を頂いたり、他職種協動のメリットを生かした支援を行っております。また、施設の生活が楽しいもの
となるように、行事外出や季節のイベントを入居者様と職員が一緒に楽しめるように工夫しています。外出は、今
まで行った事の無い場所や普段はいけない場所などに出掛ける事が出来るように情報を集め、高齢者でも楽しめ
るように実施しています。

評価結果市町村受理日






















